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抄録 
昭和期，特に，戦後は，生活文化が大きく変わった時代である．中でも，パン食の普及は，日本

人の主食に関わる大きなテーマである．なぜ日本ではこんなにパンが普及，定着したのか．広い視

点から多角的に調査した結果，大規模パンメーカーがパン食の普及と定着に大きな役割を果たした

ことがわかってきた．そこで，本稿では，大規模パンメーカーの誕生背景について報告する． 
 

１． 米不足が生んだ大手パンメーカー 
現在，大手パンメーカーのシェアは，山崎製パ

ン，敷島製パン，フジパンの３社が上位を占めて

いる．このうち敷島製パンとフジパンは戦前の米

騒動を機に，山崎製パンは戦後の配給小麦の委託

加工パンを機に創業している．いずれも米が不足

し，パンが代用食として求められた時期である． 
昭和初期は，大正期に始まったイーストの国産

化に伴い，機械化大量生産方式や自動車による配

送方式を取り入れるなど，製パンの近代化が軌道

に乗った時期だったが，戦争が激化すると，主原

料の外麦の輸入途絶，副材料の統制，空爆による

工場の破壊などによって，パンの生産はほとんど

停止した． 

これが敗戦後すぐに復興したのは，昭和２１年

からアメリカが援助物資として大量の小麦を放出

したため，それをパンに加工して配給することが

急務となったからである．戦前からのパンメーカ

ーは配給パン工場として復興を遂げた． 
一方で，家庭配給の粉を対象とした新興の委託

加工パン業者が，次々に開業し，瞬く間に配給パ

ン工場の数倍の委託加工パン業者が全国に台頭し

た．これは，配給された粉を持って行くとパンや

菓子に焼いてくれるパン屋である．この時期に創

業した山崎製パンは，配給粉とパンをすぐに引き

換えてくれ，美味しいと大変評判になったという． 
 

２． 製粉制度と大規模パンメーカーの誕生 
それでも戦前から戦後直後までパンメーカーは

一地域産業にすぎなかったが，昭和２７年にはじ

まる小麦の原料買取加工制度の下で大規模メーカ

ーへと急成長していく． 

原料買取加工制度は，政府が内麦，外麦を買入

れ，製粉業者に割当売却し，製粉業者は小麦粉を

三菱商事，三井物産，伊藤忠，丸紅飯田などの大

手商社に政府が決めた公定価格で売却するという

制度である．商社はこれをパンメーカーなどの二

次加工業者に販売し，パンメーカーはパンに加工

して消費者へ販売する． 

ところが，昭和３０年から米の豊作が続き，昭

和３５年には，戦後に急上昇したパンの需要がつ

いに底をついた．パンが売れなくなったため，外
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麦を扱う商社や大手製粉業者は，昭和４０年代の

資本自由化を機に，大手パンメーカーに大資本を

投入，大株主になり，大規模パン工場の建設や設

備拡張，事業拡大，宣伝活動を推し進めた．さら

に，昭和３９年の東京オリンピックに向けて急速

に進んだ流通インフラの整備も追い風になり，全

国に大工場と販売網を持つ大規模パンメーカーが

誕生したのである． 

 
３． 多様な販売形態へ 

3.1 香りで集客するオーブンフレッシュ形式 

資本が投入された大規模パンメーカーは全国へ

販路を展開すると同時に様々な販売形態を打ち出

してパンの消費拡大を進めていく． 

従来，いわゆる街のパン屋の販売形式は，店の

奥の厨房にオーブンを置き，そこで焼いたパンを

対面販売するリテイルベーカリーというスタイル

であったが，昭和４０年代頃から，オーブンを客

の見えるところに置いてパンを焼く，オーブンフ

レッシュという販売形態が現れた．昭和４１年に

開店した，東京青山「ドンク」は，その先駆けと

なり，フランスパンが人気を博した．同じく青山

に昭和４５年に開店した「アンデルセン」ではデ

ニッシュペストリーがよく売れた．デニッシュペ

ストリーは，圧縮した生地にバター等をロール・

インし，様々な詰め物を入れて作られるパンだが，

工場で成形した生地を小売店で焼き上げると，良

い香りが店内に溢れて，客を惹きつけた．タカキ

ベーカリーが展開する「リトルマーメイド」では，

昭和４７年の開店当時に，トレーとトング（挟む

道具）を持って，棚に並ぶさまざまなパンから，

客が好きなものを選んでレジに並ぶという販売形

態を導入した．現在，パン屋で主流となっている

販売形態である． 
また，デパートやスーパーマーケットの店内に

あるインストアベーカリー形式も，昭和４０年代

に日本に導入された販売形態である．それまでの

デパートやスーパーマーケットでは，パンメーカ

ーから配送されたパンを陳列棚に並べるだけだっ

たが，焼きたてのパンの香りで集客するオーブン

フレッシュ形式のインストアベーカリーが導入さ

れるようになった．さらには，全工程を店舗で製

造する形式が広まり，人気のベーカリーはデパー

トの集客に大きな影響を与えた．昭和４５年に東

急百貨店に開店した「サンジェルマン」ではフラ

ンスパンなどは店内で作り，デニッシュペストリ

ーやパイなどは成形冷凍生地を工場から運んで店

内で焼き上げ，食パンなど一部商品は工場で製造

するという方式で，多様なパンを販売し，人気を

得たという． 
 

3.2 新たな販売形態としてのコンビニエンスス

トア 

 昭和５０年代にスーパーマーケットなど大手の

チェーン店が全国にでき，流通形式が変化すると，

商店街や街の小売店が徐々に姿を消していった．

そのような中で，大規模パンメーカーのパンを販

売する従来型の「街のパン屋」も商売が難しくな

っていった．そこで，昭和５２年，山崎製パンは，

コンビニエンスストア事業を開始，昭和５７年に

は本格展開し，翌５８年にはサンエブリーが１８

５店，ヤマザキデイリーストアーが８３５店とな

り，合わせて１０００店舗に達した．大手コンビ

ニエンスストアであるセブンイレブンやローソン

なども同様に店舗数を伸ばしていた時期であった．

どのコンビニエンスストアにも必ずパンの陳列棚

が置かれ，大規模パンメーカーの商品が並べられ

た．こうして，コンビニエンスストアという新し

い販売形態が広まったことで，私たち消費者は，

全国どこでも，２４時間いつでも，好きなときに

好きなパンを買って食べられるようになったので

ある．これが，パン食の普及を一層加速させたこ

とは現在の状況をみればわかるであろう． 
 

４． 大規模パンメーカーが果たしたパン食の普及 
 以上のように，輸入小麦を主原料とするパンメ

ーカーは，政策，製粉業界，そして，米の生産量

の影響を直接受けてきたため，これらの体制や状

況に合わせて，製造，販売，経営の面で対応を重

ねてきた．これに，外麦を消費するという目的の

下，旧財閥である商社や大手製粉業者より大資本

を受けて，大規模パンメーカーへと急成長した． 
こうして，現在のようにパンの大量生産や安定

供給ができる体制や多様な販路が確立し，パンを

安価に身近に提供できるようになったため，パン

食が広く日本人の食生活に普及し，定着するに至

ったのである． 
 

５． 課題 
今後は，パン食普及の実態について，さらに具
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体的な事例について考察していく． 
 

付記 
 本論文は，大妻女子大学人間生活文化研究所共

同研究プロジェクト(K2706)の助成を受けたもの

である． 
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Abstract 

 After World War II, the life and culture of the people living in Japan changed drastically. Especially, the 

popularization of bread-centered diet is major problem concerning the staple food of the Japanese. Why has 
the bread taken a firm hold on the Japanese life-style? From the results obtained in the investigations with a 
wide viewpoint and from many angles, it was found that large baking company plays an important role in 

popularization of bread-centered diet. Then, in this article describes about the background for the birth of the 
large baking company. 
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